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内視鏡シミュレーターによる早期胃癌内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）の手技習熟度の評価に関

する研究 

 

１．研究の対象 

2019 年 3 月～2020 年 3 月に当院で早期胃がんに対して ESD を受けられた方 

２．研究目的・方法 

本研究では内視鏡シミュレーターが早期胃癌 ESD の手技習熟度の評価に有用かどうかを検討するの

が目的です。内視鏡シミュレーターを用いて内視鏡医の左手によるスコープ操作の巧緻性を評価し、最

近からさかのぼる過去に行った早期胃癌 ESD の転帰（治療時間、一括切除割合、断端陰性切除割合、

合併症発生割合、など）との関連性を比較検討します。 

研究期間：倫理委員会承認後 ～ 2020 年 12 月 31 日 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：ESD 治療時の治療時間、一括切除割合、断端陰性切除割合、合併症発生割合 等 

試料：使用なし 

４．外部への試料・情報の提供 

データの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行います。対応表は、当院の研究責任者

が保管・管理します。 

５．研究組織 

大阪国際がんセンター 上堂文也 

静岡がんセンター 小野裕之 

福岡大学筑紫病院 八尾建史 

国立病院機構大阪医療センター 赤坂智史 

石川県立中央病院 土山寿志 

兵庫県立西宮病院 小森真人 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及

び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

 

研究責任者：大阪国際がんセンター 消化管内科 上堂文也 

研究代表者：大阪国際がんセンター 消化管内科 庄司絢香 

 

当院の研究責任医師：石川県立中央病院 消化器内科 土山寿志 

相談窓口：石川県立中央病院 消化器内科 中西宏佳 

 (🏣920-8530 石川県金沢市鞍月東２－１ 電話番号：076-237-8211) 

 


